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新年度の抱負
会長 石原康正
　今回で3回目の会長になります。一回目
の時は会長としての役割がよくわからずク
ラブ員の皆様に引っ張っていただいた1年
で、2回目はコロナ感染の影響で対面での
例会がほとんどできなく消化不良の1年だ
ったように思います。そこで今年こそはと
いう気持ちで、会長主題を前回と同様に
「YMCAと共に楽しくワイズ活動」にしま
した。
　なぜこの主題にしたかといいますと、自
分にとってのワイズ活動の原点に①YMCA
のメンバーとしてかかわったこども時代、
(リーダーたちをなんでも知っているスー
パーマンと憧れ)、②リーダーとしてかか
わった学生時代にYMCAをサポートしてい
る素敵な大人たちへの憧れ)の2点があるか
らです。

　今年1年間はYMCAとのふれあいを大事
にし、皆さんと共にワイズ活動を行ってい
こうと思います。一年間よろしくお願いし
ます。
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６月第２例会報告
と　き：6月18日(火)19時〜21時
ところ：ミュージックバーOMS（岡山市北区表町）
テーマ：感謝と慰労の会
参加者：26名（会員16名、ゲスト10名）
司　会：石原・白鳥
内　容：①感謝礼拝　お話とオリジナル賛美歌　延藤牧師
　　　　②感謝の宴　お弁当ケータリング、ドリンク持ち込み飲み放題
　　　　　　　　　　三浦克さんからの感謝のご挨拶
　　　　　　　　　　蔵知武さんからの近況報告
　　　　　　　　　　23年度卓話者の紹介と感謝状授与
　　　　　　　　　　河田さんお祝い（喜寿ならびに弁護士開業・結婚50年 )
　　　　　　　　　　YMCA新認証主事2名（市川・有安）の紹介と激励
　　　　③会長引継　太田会長あいさつ・石原新会長決意表明
　　　　④記念撮影　
　　　　⑤ニコニコ

　久しぶりに大きな声でワイズソングをみなで歌うことで、きりっと引き締まった気持ち
で始まった例会でした。礼拝ではオリジナルの賛美歌を多くご紹介いただき、歌うことに
よって「感謝」の大切を再認識することができました。

　三浦さん、蔵知さん、河田さんの元気な様子に励まされました。また卓話を担ってくだ
さった方が４名もご出席くださり、嬉しく思っております。新認証主事の出席もありがた
いことでした。三浦信さん御用達のお弁当は美味しく、加えてボリューミーでしたので、
お土産にされた方も多かったようです。新年度のスタートダッシュに向けて、和やかで大
変楽しい例会となりました。
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感謝礼拝メッセージ「弱い時こそ強いのだ」
◯聖書　ヨハネ3：16
「神は、その独り子をお与えになったほどに、世を愛された。
  独り子を信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」

◯オリジナル賛美歌「荒れ野に川を」

　わたしたちは幸せを求めています。幸せを探しています。どんなに高額な収入を得るよう
になっても、人からの良い評価を受けても、自分が自分のことを大切な人と思えなければ、
わたしたちは幸せではありません。海外旅行をし、美味しい料理を食べても、自分のことを
大切に思えなければ、その喜びは一時のもので、直ぐに忘れてしまいます。
　どのようにしてわたしたちは自分の価値を確認しているでしょうか？一番多いのが人から
の評価でしょう。「素敵ね」「素晴らしいね」「ありがとう」といった賛辞を受けること
で、わたしたちは自分には価値があると思えます。けれどもこれも一時のものです。人々の
称賛の声はわたしという人間の表面には心地よいのですが、体の芯まで沁みとおって、ずっ
とわたしを満たすということはありません。
　それでは自分で自分を評価してあげるのはどうでしょうか。これもまた人との比較の世界
に迷い込みます。Facebookやインスタグラムを見ていると、いろんな人がいろんなところに
行き、笑顔で、美味しいものを食べ、誰かと一緒で・・・。そんなのばかり見ているとだん
だん自分がみじめになってきます。自分の生活が地味でつまらないもののように思えてきま
す。人と比べることは、決してわたしたちを幸せにはしません。
　ワイドショーなどで芸能人のトラブルなどが繰り返し取り上げられるのは視聴率が上がる
からです。人は人の失敗を見て自分を慰めるのです。「あの人に比べたらわたしはまだまし
だと」胸をなでおろすのです。けれどもだからと言って、幸せでワクワクしながら生きてい
るわけではありません。　
　聖書には、人からでもない、自分自身からでもない視線が記されています。それは神さま
からの視線です。その一つが先ほどお読みした箇所です。「神は、その独り子をお与えにな
ったほどに、世を愛された。」「世を愛された」というのは、「この地球を愛された」とい
うよりもまず何を置いても「世の人を愛された」ということです。それはわたしやあなたで
す。「世を」というところに御自分の名前を入れてみてください。
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　それも「その独り子をお与えになるほどに」というのです。「お与えになる」というの
は、プレゼントするということですが、具体的には「人となられたイエス・キリストが、す
べての人の身代わりとして十字架にかかって死ぬ」ということです。その独り子の命と引き
換えに、わたしたちの命を買い戻すということです。それは「永遠の命を得るためである」
と言われています。永遠の命とは何でしょうか。同じヨハネによる福音書の１７章３節に次
のように書かれています。「永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなた
のお遣わしになったイエス・キリストを知ることです。」「知る」というのは、知識として
情報として知る、ということではなくて、出会う、体験する、味わうということです。交わ
る、交流する、心を通わせると言ってもいいでしょう。

　聖書が語るのは、この地球のすべてを造られた神さまが、この地上に住んでいるあなた方
一人一人を愛しているということです。これは聖書を読んでいけば分かることですが、無条
件の愛なんです。人の評価や自分の評価がどうであれ、神さまはその独り子を与えるほどの
愛であなたを愛しておられるということです。無条件ということは、クリスチャンであるな
しにかかわらずということです。一方的な愛なのです。ちょうど、皆さんの心臓が、あなた
が「心臓が今日も働いてくれているな」と思おうと思うまいと、それにかかわらず、働き続
けてくれているようなものです。あなたが自分に心臓があることなど知らなくても心臓は動
いています。あなたが心臓なんか嫌いだと思っても、心臓は動きあなたの命を支えていま
す。それと同じように、聖書の神さま、父と子と聖霊の神さまは、あなたが知らなくても、
あなたに愛を注ぎ続けていてくださっているのです。それも無条件の愛です。人と比べる必
要のない愛です。人の方に注がれたら自分の分が少なくなるような愛ではないのです。何が
できてもできなくても、人に認められても認められなくても、自分で自分のことを好きにな
れなくても、天の神さまはあなたのことが大好きで、あなたのために独り子イエス・キリス
トを十字架にかけ、あなたが神さまと心を通わせて生きていけるようにしてくださっている
のです。そんな神さまの中にいると知ること、それがわたしたちの幸せの根拠です。

◯テサロニケ一５：１６～１８「6いつも喜んでいなさい。 17絶えず祈りなさい。 18どんな
ことにも感謝しなさい。これこそ、キリスト・イエスにおいて、神があなたがたに望んでお
られることです。」

　ここにある喜び、感謝は、何を喜び、何を感謝するのでしょう。それは「昨日も今日も明
日もイエスさまが共にいてくださること」です。この喜び、感謝があれば、富んでいても貧
しくても幸せです。元気でも病気でも幸せです。その幸せの心はあなたからあふれ出て、周
りの人にも注がれていきます。わたしたちがそんな幸せを互いに育て合い、出会う人たちと
分かち合う、そんな発信基地になりますようにと祈ります。

◯オリジナル賛美歌　「anyway」「大きな愛」「初めてあなたに」
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ありがとうございました
直前会長　太田直宏

人生初入院＆初手術、そして拾われた命
　研修会を経て、準備を進めていたときに想
定外の出来事が起こりました。検診で大腸に
腫瘍が発見され、内視鏡では取れないので、
手術の必要があることが判明したのです。こ
れまで入院も手術も経験がありませんでした
ので、正直ビビっていました。しかも手術は
6月23日、新年度の直前です。ホンマに大丈
夫か？と想いながら、まな板の上の鯉になっ
たことを今でもよく覚えています。手術後1
週間経って、ドクターから告げられた言葉は
「ステージゼロの癌」とのこと。この段階で
は、がんは大腸の壁を越えて広がっていない
ため、早期発見と適切な治療により、ほとん
どのケースで治療が可能のようです。つまり
早期発見で命を生かしていただいたのです。
まさに自分の名のごとく、ただで拾った命
であることを年度開始と共に自覚させてい
ただきました。おかげさまでその後コロナ
にも罹患しましたが、7月末には台湾キャン
プにも行きましたし。11月には次女の結婚
にも無事出席が叶いました。

持続可能な運営、ワイズとYの協働を通して
　今は無事に会長職を勤め上げることができ
ホッとしています。何よりもこの１年間の経
験を通して、YMCAにとっていかにワイズが
大切なパートナーであるかを再認識すること
ができました。今後とも共に力を合わせてい
きたいと心から願っています。みなさん、あ
りがとうございました。

神さまの御心（みこころ）と信じて
　全国広しと言えども、現役総主事がワ
イズの会長を拝命しているなどという事
例は聴いたことがありませんでした。本
当に私で大丈夫なのか？YMCAせとうち
にとって、岡山ワイズはユースリーダー
会と共に、運動の中核を担っていただい
ているパートナー。それゆえ、基本的に
YMCAスタッフは、ワイズの自治を尊重
し、担当主事として仲間にしていただい
ています。だからこそ「次期会長の担い
手がいない、どうしよう」というSOSを
伺い、この手を思いつきはしたものの、
果たしでこれが最善の手なのかとずっと
自問し、神に祈り続ける日々が続きまし
た。

次期会長研修会
　ようやく肚が決まったとき「会長になる
ならば、次期会長研修会に参加をしなさ
い」とワイズの先輩の命ずるがままに、33
年のワイズライフを通して、はじめて西日
本区の研修に参加させていただきました。
何しろ初体験でしたので、おっかなびっく
り。ところがここで期待以上の大きな学び
をさせていただきました。「遠くまで行き
たいなら、みんなで行きなさい」そして会
長は、年間の活動を通して、メンバーの出
会いの演出者たれと教えていただき、教え
ていただいた通り1年間の計画を役員みん
なで早い段階で創りあげました。あの学び
がなければどうなっていたかと思うと、感
謝の気持ちでいっぱいです。

P A G E  S E V E N  |  O K A Y A M A  Y ’ S  M E N



西日本区大会　レポート
はじめに（秋山・太田・長寿・丸山・三浦信　合計５名が参加しました）
　当年度の理事の方針、ホスト・コホストクラブのマンパワー、 開催地の歴史的・文化的環
境などにより、各地の特色があります。 大会会場は、クラシックな建物 (“虎に翼”のロケ地一
名古屋公会堂) で、雰囲気は上々です。 バナーセレモニーは入場行進なし等、6月8日(土)1日
限りの簡素な大会でした。長寿さんが次期部長の中で紅一点、新たなお気持ちでバッチを受
け取っておられました。現理事と次期理事２人の言葉が印象に残っています。　
深谷さん　：人をたたえ、ゆるし、高めることができた１年でした。神さまに感謝です。
鵜丹谷さん：可能なことを不可能にしないという気持ちでこの１年に臨みます。

岡山クラブが12の賞をもらったこと
　「理事優秀クラブ賞」をはじめ12の賞をいただきました。オンラインを使って活動の多く
を皆様にお知らせし、情報を共有できた活動を認めていただいたようですす。会員として
は、うれしいことです。 これは会員の皆さんによるクラブ活動・運営等 (例会・その他行事
への出席、ファンド等への拠出) へのご協力の賜物です。 もちろん当クラブ会長が、 YMCA
代表者でもありますから, ワイズとYMCA との協同は申し分ありません。

懇親会 (於 ANAクラウンプラザホテルグランコート名古屋)
　ウエルカムドリンクが17：30とえらく早い時間からの提供。しかもアルコールもOKとい
うことでそこここで出来上がる人多数。食事の前のカントリー・ミュージックもノリノリで
楽しい時間でした。あまりにノリの良い勢いで、食前のお祈りがきちんと届かなかったこと
は残念でしたが・・・岡山クラブは、米子クラブと同じテーブルで、美味しい食事と飲み物
を堪能させていただきました。三浦克文さんの姿が見えないということで、大勢の方が三浦
信彦さんにお声がけされていました。

感謝を込めて
　今年始めの大きな地震の影響にも負けず「チーム名古屋」として、深谷聡理事のもと中部
メンバーが一つとなって作り上げ、盛り立ててこられた第27回西日本区大会でした。コロナ
を乗り越え、今年は握手であるいはハグで多くの方々と親睦のときをもつことが出来まし
た。素晴らしい会場、実りある時を頂いたこと感謝申し上げます。
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記号 実数 定員 残数 達成率 待ち 前年 差異

蒜山ファミリーキャンプ A 47 40 7 118% 0 22 25

和気ファミリーキャンプ B 45 40 5 113% 5 32 13

にこにこデイキャンプ C 30 40 -10 75% 0 40 -10

さんさんディキャンプ D 36 40 -4 90% 0 40 -4

余島ちびっこキャンプ E 44 40 4 110% 23 55 -11

牛窓なかよしキャンプ F 57 60 -3 95% 5 50 7

蒜山こもれびキャンプ G 40 40 0 100% 2 35 5

余島わくわくキャンプ H 61 45 16 136% 13 0 61

太子フォレスターズキャンプ I 41 40 1 103% 1 50 -9

蒜山もりもりキャンプ J 38 42 -4 90% 8 40 -2

阿南マリンキャンプ K 43 44 -1 98% 17 40 3

太子地球人キャンプ L 22 25 -3 88% 2 17 5

合計 504 496 8 102% 76 421 83

YMCAニュース
サマーキャンプ募集状況
　ディキャンプを除く全てのキャンプがすでにキャンセル待ち状態となっており、嬉しい悲
鳴を上げている。2018年の7月豪雨災害の影響は多大であったが、その分リフレッシュキャ
ンプという新たな分野のキャンプノウハウを手に入れることができた。これは今も継続して
おり、多くのご寄附を集めることもできており、今年もみなさんのご協力をいただきクラウ
ドファンドを達成させたい。　ようやく新型コロナウィルスの感染症の影響を少なくなり、
今年の夏は断裂していたキャンプ文化を取り戻す年として大幅なラインナップの見直しを図
った。特に泊の長いキャンプの復活は急務で、YMCA太子キャンプ場でのSDGSキャンプ
や、徳島県のYMCA阿南海洋センターでの活動を再開することができ、再びユースリーダー
の育ちのエンジンとしての働きを取り戻すべく準備中です。
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24年度前期 第2例会の予定 
7月例会
と　き：7月16日(火)19：00～20：30
ところ：ミュージックバーOMS
講　師：岡崎久弥さん(落書き調査隊体調)

8月例会
と　き：8月17日(土)午後
ところ：信愛教会
内　容：平和祈念礼拝・流しそうめん・燻製作り

9月例会
と　き：9月17日(火)19：00～20：30
形　式：EMCシンポジウム、入会式、懇親会
ところ：ミュージックバーOMS
講　師：清水さん（EMC主任）

10月例会
と　き：10月15日(火)19：00～20：30
ところ：ミュージックバーOMS
講　師：岡本宣雄(川崎医療福祉大学講師、評議員)
内　容：高齢化社会について考える

11月例会　瀬戸山陰部会に合流
と　き：11月9日(土)10：00～17：00
ところ：岡山教会・中心市街地・クレド岡山
内　容：ユースチャレンジ　街の落書き消去

12月例会﻿　クリスマス例会
と　き：10月15日(火)19：00～20：30
ところ：岡山ビューホテル（予定）
説　教：延藤好英さん(フリーランス牧師、評議員)
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各部会の予定について
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Y'S　SLOGANS
岡山クラブ　会長　石原康正
　◯YMCAと共に楽しくワイズ活動！　           Let's enjoy Y's Lives with YMCA. 

瀬戸山陰部　　部長　長壽和子（岡山クラブ）
　◯チーム瀬戸山陰　どうなるか？ではなく、どうするかを考えよう。
　　～さあ、動こう！　自働・共働　～
　　Let us not just worry about the future, but think about what we should do.
　　~Let's take action together with our friends in the Seto-San'in region!

西日本区　　　理事　鵜丹谷剛（神戸クラブ）
　◯つなげよう地域と世 界 、YMCAと共 に　Connecting Local to the World with YMCA 
　◯楽しもうフェローシップをポジティブに   Enjoy positively our fellowship

アジア太平洋地域　会長　Joan Wong
　◯大きなインパクトを起こそう　　　　　　Make a Great Impact
　◯大胆に、信念をもって奉仕しよう　　　　Be Bold and Serve by Faith
　　　　　
国際協会　　　　　 会長　Charming　Shen
　◯太陽の輝きと笑顔　　　　　　　　　　　　Sunshine and Smile
　◯簡潔さは美        　　　　　　　　　　　　　Simple is Beauty


